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ッヽbstract
Vヽe have been investigated l■■ thods of satellite image data classilication  ln this study,the
factors which improve the accuracy of the cate=ory classincation are described
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1, は じめ に
近年,地球規模での環境変化が地球観測衛星
等によって観測されてきているが,身近な市街
地周辺地域等の土地被覆状況の調査にもそれら
衛星画像データの活用は欠かせないものとなっ
ている。衛星データには,Landsat,Noaa,Mosl
等があるが,解像度も高く手軽に入手できるこ
とからLandsat衛星データが最も利用されて
いる。しかし,衛星データの利用にあたっては,
土地被覆状況についてどのような土地被覆項目
(カテゴリー)まで解析できるか,また,各土地
被覆項目の占有率をどの程度の精度で調べられ
るかが問題となる。これらの問題の要因を大き
く分類すると,
① 衛星デー タ (特性バンド)の組み合わ方
と分類方法,
② 現地調査によって得られるトレー ニング
データの信頼性と代表性,
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③ 衛星データのカテゴリー 分類における統
計的手法,
等が挙げられる。① に関しては,多時季にわた
る複数のデータ (バンド)の組み合わせ方につ
いて,また,分類法に関しても多岐にわたる方
法が報告されている。2,3,O■■l印4)②に関して
は, トレーニングデータそれ自身の精度を問題
とする研究や,多次元特徴空間の次元を減少さ
せて個体の分布状態を視覚的に表現し, トレー
ニングデータの代表性を改善しようとする研究
も試みられている。59③に関しては,最短距
離法や最尤法,BDTやニューロコンピュータ
等 1｀2,10の手法が広く用いられている。
我々は, これまで1~4七LANDSAT衛星画像
データ利用により,土地被覆状況がどの程度の
精度で解析できるか,特に① と③ の問題につ
いて探ってきた。特に③ の問題に関して,各土
地被覆項目に所属する輝度を色度。明度3D分
布図で表現することが,土地被覆状況の統計解
析に有効な手段となることを見い出した。①
の特性バンドの組み合わ方についてはすでに報
告したが,本研究では,さらに,分類法につい
-191-
